
　三和地区社協/年度事業報告様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
　
　1）部会の適宜開催に注力し、
　　　チームワーク強化に努める。

　2）情宣媒体である「さわかぜ」
　　　の積極的な活用をはかる。

　
　1）部会のメンバーも2年目になり
お互いをわかり合えるようになって
きた全員参加で活動ができた。

　
2）広報誌「さわかぜ」に共生型サロ
ン実施の模様を掲載しサロンの普
及活動のＰＲとした、さらに広報紙
を有効活用していきたい。

Ⅰ.地域福祉事業の推進 　・地域組織（各小域福祉ＮＷ）
　　との連携を強めた諸施策の
　　前進に努める。

　1）地域のつながりや助け合い
　　　の気運醸成と福祉財源の確
　　　保を目的にフリーマーケット
　　　の企画・運営に取組む。

1）　歳末助け合い運動事業として
フリーマーケットの実施と当初計画
にはなかった歳末助け合い募金活
動、を行った。昨年度は2日間で
あったが本年は1日のみの開催で
あった。反省点を解決し次回につな
がるようにしたい。

 
 Ⅱ.コミニュティーづくり支援事業 　・地域住民相互のつながりや支

　　え合いたすけあうコミニュティー
　　づくりを目指す取組みを支援。

　1）本年４月スタートとなる共生
　　　型サロンへの取組みを積極
　　　的に支援していく。

　2）子供の居場所づくりに対し、地
　　域の諸事情を踏まえた取組み
　　が展開できるよう支援していく。

1)共生型サロンは5月に山田町会
「むつみ会」、12月に新巻町会「や
まざくらの会」が発足した、三和地
区では計3団体が活動中であり今
後も支援、普及活動に取り組んで
行く。
　
2）共生型サロン「やまざくらの会」
が休日開催であるため子供たちの
参加が可能になっている、なるべく
休日に開かれるような普及活動を
して行きたい。

 
 Ⅲ.子育て世代支援事業 　・子育て世帯減少の地域特性を

　　踏まえ、対象層を地域から地
　　区へと広げつつ、参加者の拡
　　大と参加者同士のつながる力
　　（連帯）を強める。

　1）子育て世代を対象とした子育
　　　てサロンを事業として継承す
　　　る。

　2）対象層の利用拡大へ向け、
　　　ＰＲの拡大、活動内容の充実
　　　に努める。

1）子育て支援事業は充実した内容
で進んでいる、一方で支援者の後
継者不足の問題が生じているので
こちらの解消方法も考えていきた
い。

2）対象層の利用拡大へ向け、努力
して行く。

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績

 
 ◇基本理念→みんながつながる、支え合い・助け合う三和をつくろう

 ◇基本目標→1）地域の誰もが互いに支え合うコミュニティづくり
　　　　　　　　　2）地域のつながりを豊かにするための仕組みづくり
　　　　　　　　　3）地域で安心して幸せに暮らすための基盤づくり

 ◇上記、三和地区第二次行動計画の骨子を踏まえた地域づくりを目
　　指し、下記諸施策の推進に努める。

2024 年度 事 業 報 告 （ 地 域 づ く り 部 ）

＜23年度/子育てサロン「さんわ ぽかぽか」実行計画＞

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

活動計画、

打ち合わせ
7/23

＜２４年度/子育てサロン「さんわ ぽかぽか」実行計画＞

☆＝計画、

★＝実績
☆部会 ☆部会 ☆部会 ☆部 ☆部会 ☆部会 ☆部会

フリーマーケット準備

全員参加で優先事業により会議内容を決定して行く。 総括

さわかぜを積極的に活用し地域全般に発信する。

実施している地域を積極的に支援し普及拡大に取り組む。

共生型サロンなどを利用した地域の特性に合った取り組みを検討

「さわかぜ」や利用者の口コミなどでPRしニーズに合った内容にする。

次年度計画

案作成

4/22 5/27 6/24 7/22 9/9 10/28 11/25 12/23 1/20 2/17

三コミまつりに出店予定

★ ★ ★ ★ ★

活動計画詳細

実施打ち合わ

せ8/27

ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ実施

打ち合わせ
9/24

活動計画詳細

実施打ち合わ

せ10/22

令和6年度活

動内容総括
3/2

11/5フリーマーケットと

助け合い募金活動の実施
★

★ ★
山田町会

むつみ会発足

新巻町会

やまざくらの会発足

共生型サロンの模様を掲載し地域全般に発信した。

実施に向けての活動

やまざくらの会のように休日開催が出来るよう活動

計画通り実施

計画・検討



　三和地区社協/年度事業報告様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 ◇三和地区社協広報紙
   「さわかぜ」の編集・発行

 1）地区社協の動向を紙面を通
　　じ地域住民に周知する。

 2）紙面を通じ、地域福祉活動へ
    の理解と共感を深める。

 3）話題性を高め、地域の主体的
    な自助努力の醸成を目指す。

　1) 従来通り年4回の発行を継
      続する（6・9・12・3月）

  2) 編集会議適宜開催し、発行
      時期に合わせたタイムリー
　　　な企画・記事とする。

　3） 地域に出向いた取材に重
　　  きを置き、実情を重視する。

  1) 前年に倣い年4回の発行を
　　　目標にしたが、掲載事業が
　　　年末に集中した関係で発
　　　行時期を調整。12月・3月
　　　の合併号（34号）とし、3回
　　　/年の発行となった。

  2) 記事内容は以下および活動
　　　総括に記載した。

第32号

　第32号/6月22日発行
  ・1面→①ふれあいサロン取材
　　　　　　（山田町会・むつみ会）
　　　　 　②福祉教育(光風台小
　　　　　　取材記事掲載)
　・2面→①賛助会員募集記事
　　　　 　②賛助会費の使途紹介
　　　　　 ②地域の人口動態紹介
　　　　　 ③回顧録 №2

第33号

 第33号/10月1日発行
 ・1面→①安心・安全部特集
　　　　　*アンケート調査結果報告

 ・2面→①更生保護女性会紹介
　　　　  ②県社協福祉教育発表会
　　　　  ③ローカルフラッシュ（二日
            市場町会紹介）
　　　　  ④回顧録 №3

第34号

 第34号/3月1日発行
 ・1面→①歳末たすけあい募金
　　　　　　御礼
　　　　  ②歳末ふれあい福祉
　　　　　　各ネットワーク取組紹介
 ・2面→①福祉教育取組紹介
　　　　  ②フリマ取組み紹介
　　　　  ③三和地区フードパント
　　　　　　リー取組み紹介
　　　　 ④回顧録 №4（最終）

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績  （ 見  え る 化 ）

2024 年度 事 業 報 告 （ 広 報 部 ）

☆＝計画

★＝実績

☆35号

発行

予定

☆34号

発行

予定

☆33号

発行

予定

☆32号

発行

予定

★34号

3/1

発行

★33号

10/1

発行

★32号

6/22

発行

１２月発行予定

は３月発行との

合併号とした。

◇
編
集
会
議

◇
校
正
・
入
稿

◇
配
付
仕
分
け

◇
発
行

編集作業

◇
編
集
会
議

◇
校
正
・
入
稿

◇
配
付
仕
分
け

◇
発
行

編集作業

◇
編
集
会
議

◇
校
正
・
入
稿

◇
配
付
仕
分
け

◇
発
行

編集作業



　三和地区社協/年度事業報告様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
　
　1）諸課題への対応を検討する
　　目的の下、第2層協議体を開
　　催する。

　2）協議体は年4回の開催を計
　　 画する。

Ⅰ. 高齢者地域支え合い事業

 
 Ⅱ.相談支援事業

計　　画　　＆　　実　　績

基本理念→みんながつながる、支え合い・助け合う三和をつくろう

 ・基本目標→ 1）地域の誰もが互いに支え合うコミュニティづくり
　　　　　　　　　2） 地域のつながりを豊かにするための仕組みづくり
　　　　　　　　  3） 地域で安心して幸せに暮らすための基盤づくり

 * 高齢者の生活を支える体制の
　  強化として、生活支援コーディ
　　ネータと連携し、生活上の課
　　題やニーズを掌握する。

 * 抽出された課題やニーズは、
    適切な生活支援サービスへと
    つなぐマッチングを図る。
    その上で、残る課題は新たな
    対応を探求する。

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

2024年度  事 業 報 告 （ 生 活 支 援 部 ） 

☆計画 

★実績 

☆  
第1 回協議体 

☆ 
第3 回協議体 

   ☆ 

第4 回協議体 

☆ 

第2 回協議体 

☆検討 ☆検討 ☆検討 ☆検討 

ニーズの把握・希望者募集 

 買物ツアー本格運行 

 ケース会議の設置・運営（適宜） 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

デマンドタクシーの活用 

☆4～3月 移動販売毎週水曜日実施 

★年10回実施（8月・1月を除く） 

*運用開始に伴い、添乗員の 

 調整など新たな負担増加に 

 対処する 

*海上地区 

 社会福祉法人グリーンライフ 

 ネクステと連携し、更なる拡大 

 を図る 

*市西地区 

 社会福祉法人あじさい苑と 

 連携し、更なる拡大を図る 

*光風台地区 

 社会福祉法人ケアハウス 

 向日葵と連携し、更なる 

 拡大を図る 

①買物ツアー実施地区 

*養老地区 

 現行の買物支援策とニーズの 

 調整を図り取組みを検討する 

*ニーズを調査し、場所など 

 拡大に努める 

*未実施地区の取組み検討 

 （市西・海上地区） 

*各ネットワークとの調整 

 参加希望者の取りまとめ 

②移動販売車取組みの継承 

*地域関係団体が普段取組んで 

   いる活動と連携し、地域住民の 

   困りごとを早期に把握。ケース 

 会議等を通じ、適切な支援に 

   つなげる。 

*地域住民が気軽に相談できる 

 場として、地区社協事業内で 

 身近な相談を受け付ける 

また、相談内容によって専門 

機関等につなげ、問題の解消 

に努める 

1）ケース会議の設置・推進に 

 向け地域関係団体及び地区 

 福祉総合相談センターとの 

 連携体制の強化を図る 

2）子育てサロン事業に相談支 

 援機能を付加し、子育て家庭 

 の身近な相談場所としていく 

相談内容に応じ専門家や 

専門機関と連携した細やか 

対応に務める 

★検討 ★検討 ★検討 ★検討 

ニーズ調査・希望者募集 

*光風台地区 毎月第二・第四木曜日 

*市西地区 毎月第三火曜日 

*海上地区 毎月第三火曜日⇒利用者増に伴い25年1月より毎月第三月曜日に変更 

4町会・7カ所実施 

・上記、三和地区第二次行動計画の骨子を踏まえた地域づくり 

 を目指し、取り分け2）項の「地域のつながりを豊かにするため 

 の仕組み作り」に重点を置き、下記の取り組みを推進する。 

諸課題への対応を検討する 

第二層協議体を年4回実施 

協議体は買い物支援の拡大を 

図り4ネットワークにて実施 

協議体は新たな支援活動とし 

て便利帳の作成に着手した 

光風台地区 

 社会福祉法人ケアハウス 

 向日葵と連携し毎月2回 

 3便/回の運用を実施 

買い物支援 

市西地区 

 社会福祉法人あじさい苑と 

 連携し毎月1回の運用を実施 

海上地区 

 社会福祉法人グリーンライフ・ 

 ネクステと連携し毎月1回の 

 運用を実施 

★検討 ★検討 ★検討 ★検討 

養老地区 

 デマンド型タクシーの活用 

 拡大と利用者募集 

  

★ 
4/22 

★ 
5/27 

★ 
6/24 

★ 
7/22 

★ 
9/9 

★ 
10/28 

★ 
11/25 

★ 
12/23 

★ 
2/17 

★ 
3/17 

2）子育てサロン実施時に

相談支援を実施 

相談内容に応じ専門職や 

専門機関と連携した 

1）地域関係団体とケース会議 

の設置を行いながら連携  

強化を図った         

光風台・養老地区 

 移動販売状況を調査し 

 ニーズに合う拡大に努めた 

市西・海上地区 

 買物ツアー実施により 

 移動販売ニーズの調査 

 を図った 

  

ニーズに合わせ施設側と調整 

添乗員のシフト調整実施 

  ★ 

6/27実績 
  ★ 

9/18実績 

  ★ 

12/13実績 
  ★ 

3/12実施 

テーマ選定 配布対象 

範囲検討 
記載内容 

  検討 

素案作成 



　三和地区社協/年度事業報告様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
 
 1）市内各地協の取組み情報の
    収集（市社協との連携）をは
　　かり、三和地区活動の向上
　　に努める。

 2）部会の定期開催に注力し、
　　地域の声を安心・安全部の
　　活動に取込む。

 3）地域の防災意識の高揚を目
　　指し、町会長会と連携した合
　　同防災研修会を企画する。

 
 1）市内各地協の情報収集は、
    その機会を得ず、次年度の
　　課題としたい。

 2）期初計画に沿って、24年度
　　3回の部会を開催し、地域の
　　声を収集する機会した。

 3）部会打合せに沿って、地区
　　内各町会の協力を頂き、防
　　災の備えについてアンケート
　　調査を実施した。

 
Ⅰ.地域の安心・安全を守る事業

 
 1) 医療緊急時連絡カードの地区
　　内全戸配布・更新を進める。

 2）高齢者宅への定期訪問活動
　　を通じ、安心して生活できる
　　地域づくりを進める。

 3）地域内の危険箇所等の点検
　　活動を通じ、その改善に努め
　　る。

 
 Ⅱ.子供の安全を守る事業

 
 1) 児童の安全確保を目的に登・
　　下校時の見守り活動に取組
　　む。

 2）防犯パトロール展開により、
　　児童の安全確保に努める。

 
 Ⅲ.災害支援ボランティア事業

 
 ・ 災害時のたすけあい活動へ
　　向けて、防災意識の啓発を
　　目的とした学習活動を進め
　　る。

 
 ・ 災害発生時の避難所設置等、
　　地域に於ける連携や協力の
　　あり方を課題に検討をして見
　　たい。

　・ 上記と併せ、それぞれ地域
　　や町会等の災害への備えを
　　伺う中で、広報部と連携した
　　防災意識の高揚に努めたい。

 Ⅲ. 防災支援ボランティア事業
   1)　市原市に於ける災害実例に
　　　 基づく、具体的な対応状況を
　　　 学ぶ 研修を企画・実施した。

   2）  この研修をベースに、三和地
　　　 区としての災害対応のあり方
　　　 が今後の課題となる。

   3） その一環として各地域（町会）
　　　 の災害への備え等、実情や
　　　啓蒙活動も課題としたい。

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績

 ◇ 基本目標→みんなが安心・安全に暮らせる地域づくり

   1）地域住民の緊急時の対応体制の構築
     　　　　　　　　　　　　　　　　　 (緊急時連絡カードの配布・更新）

   2）子供の安全・安心を守る活動の推進
　　                   （登下校の児童見守り・あいさつ・声掛け運動）

   3）地域の安全を守る活動の推進
　　　　　　　　　　　　　　(危険個所の点検と改善、防犯パトロール）

   4）災害時のたすけあい活動の意識啓もう啓発、災害に強い地
　　　域づくり（災害支援ボランティア事業）

 Ⅰ-1）医療緊急カード更新実績
　　　　・養  老  ＮＷ  →　 74 戸
　　　　・市  西  ＮＷ  →   22 戸
　　　　・海  上  ＮＷ  → 447全数
         ・光風台ＮＷ  →   -  戸
　　　  * 地区全体    →  543 戸

 Ⅰ-2） 安心生活見守り事業
　　　　・養  老  ＮＷ  →　404 回
　　　　・市  西  ＮＷ  →  580 回
　　　　・海  上  ＮＷ  →  350 回
        ・光風台ＮＷ  →     ー 回
　　　  * 地区全体    → 1,334回

 Ⅰ-3） 地域内危険箇所点検
　　　　・未達となった。

 Ⅱ-1） 児童登校見守り事業
　　　・養  老  ＮＷ→　　15 回/年
　　　・市  西  ＮＷ→ 1,831回/延
　　　・海  上  ＮＷ→    17 回/年
      ・光風台ＮＷ→ 　 全登校日
　　  * 地区全体  → 　　　 回/延

 Ⅱ-2） 防犯パトロール
　　 　・ 光風台地区を重点に活動
　　　　　頂いた。

2024 年度  事 業 報 告 （  安 心 ・ 安 全 部 ） 

・2023年度に制定された 

 第2次地区行動計画に 

 沿って、左記事業は各 

 ネットワークの主体的 

 な取組みとして定着す 

 るに至っている。 
 

・したがって、安心安全 

 部の機能としては、各 

 ネットワークおよび安 

 全施策に係わる団体 

 との連携を主体とし、 

 地区全体としての取 

 組み状況をまとめること 

 で、各活動の継続的な 

 推進に努めるよう連携 

  する。 

☆No1 

  部会 

☆＝計画 

★＝実績 

☆No2 

  部会 
☆No3 

  部会 

災害時地域連携の在り方の研究に努めたい 

災害への備え地域事情調査 

★No1部会 

 7/20実施 

★No2部会 

  8/20実施 

★No3部会 

  2/22実施 

＜医療緊急時連絡カード更新＞ 

更新時期は異なるものの各ネットワーク単位で事業展開 

＜安心生活見守り事業＞ 

各ネットワーク単位で1～2回/月の見守り訪問事業を展開 

各ネットワーク単位で各月次の登校見守り事業を展開 

＜児童登下校見守り事業＞ 

養老地区74戸更新 

海上地区447全戸配布 

市西地区22戸更新 

★三和地区全体 

  更新戸数 543 戸 

養老地区 / 年間見守り訪問延べ回数 404 回 

 光風台地区 / 年間見守り訪問延べ回数   回 

海上地区 / 年間見守り訪問延べ回数 350 回 

市西地区 / 年間見守り訪問延べ回数 580 回 

養老地区 / 年間児童登校見守り15回/年 

光風台地区 / 年間児童登校見守り全登校日 

海上地区 / 年間児童登校見守り17 回/年 

市西地区 / 年間児童登校見守り延べ回数 1,831 回 

【 災害への備えアンケート調査の展開 】 

  ★8/20 ・調査依頼書発送 

  ★8/31 ・アンケート回収 

★9/17 ・調査結果役員会報告  

★10/1発行・さわかぜ33号にて調査結果を広報 

【 光風台ＮＷ 】 

★地区防災マニュアル作成会議 

  24/4～24/9 

 
★25年2月 防災マニュアル全戸配布 

  



　三和地区社協/年度事業報告様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
 
 1）具体的取組みを推進するた
　　め部会を基軸とする。

 2) 市内各地協の取組状況を
    部会・役員会へ反映し、活
    動の質的向上に努める。

 1）情報共有し意思疎通を図る
　　ため3回/年の部会開催に
　　取組んだ。

 2) 9月にコーディネーター会議
　　を開催し円滑な支援活動の
　　推進に努めた。

 3）他地区日常生活支援活動
    状況をもとに当番活動の在
     り方について検討した。

 Ⅰ. たすけあい支援部員当番
　　制による受付業務の継承

 1）登録部員14名中、12名で受
　  付シフトを組み、月・水・金の
　　9時～14時半での受付業務
　　に対応した。（164名/年/延
　　べ人員）

 2) 受付業務対応時間は年間
　　902.0時間（対前年27.5時
　　間減）となった。

 Ⅱ.『つなぐ』を基調に住民依頼
　　を各コーディネータと調整す
　　る。

  * コーディネータ不足を課題
    に対策を検討する。

 1） 24年度依頼に基づく作業件
　　数（コーディネイト件数）は、
   　373件（対前年58件増）と
　　なり、今後更なるコーディネ
　　ータの増員が望まれる。

 2) 支援員（現在37名）の年間
　　稼働人員累計は529人。月
　　均等人員は44.08人が稼働

 Ⅲ.依頼内容の分析に基づく今
     後 の対応課題を整理する

 * 支援会員募集のPRを広報部
 　と連携する。

 * 制度利用者拡大に向けたＰ
   Ｒを広報部と連携する。

 1)利用会員217名（対前年25
　　名増）となり利用者は着実
　　に増加し対象者を精査する
　　必要も生じてきている。

 2)PRでコーディネーター（前年
　　4名→本年7名）、支援会員
　　（前年28名→本年33名）と
　　微増したが更なる増員が必
　　要である。

  Ⅳ.市原市第6次地域福祉活
     動計画及び第2次三和地
     区行動計画に即し、地域
     のつながりを豊かにするた
     めの仕組みづくり（共創）
     実現に向けた取組みを推
     進する。

 
 1）現支援活動の検証を基に新
　　たな支援活動の可能性につ
　　いて検討した。

  2)継続的な活動支援のため支
　　援会員増員の取組みをし
     た。

  3)地域で孤立しない取組みの
　　PRに努めた。

取　組　事　業　の　要　旨
  24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績

 ◇現行三和地区行動計画基本理念
　 『みんながつながる、支え合い・助け合う三和をつくろう』

＜基本理念に基づき下記を推進事業の柱とした活動を推進＞

　◇公的サービスではまかないきれない日常生活上の生活課
     題を解決するために、有償による住民相互のたすけあい運
    動に取組み、住民参加型の地域福祉活動を推進する。

2024 年度  事 業 報 告 （  た す け あ い 支 援 部 ） 

☆部会 ☆部会 ☆部会 ☆部会 

★6/12 

  部会 
 ★3/12 

 部会 
☆ 計画 

★ 実績 

★7月              

三和地区全町会回覧を通し 

たすけあい三和の活動内容

のPR及び支援員募集を行っ 

た。 

        ★3/3 

市社協研修会協力 

 3/3、市社協主催の研修会（日常生活支援事業担い手養 

 成講座）で「たすけあい三和」の活動状況を報告した。 
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★9/11 

コーディネーター会議 

支援員養成講座 

9/11三和地区社協「たすけあい三和」主催 

支援会員養成講座を開催し「たすけあい三和」の役割及び 

活動内容の説明をした。 

★9月              
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人 月別支援員延べ稼働人員   

市西 養老　 海上　 光風台 地区計

利用会員数 55 36 15 136 242

支援会員数 7 7 8 15 37

作 業 件 数 83 35 12 243 373

＜地区別利用会員・支援会員・作業件数一覧＞

市西 養老　 海上　 光風台 計

令和5年度 7(1) 6(2) 8(1) 12(3) 33(7)
令和6年度 7(1) 7(2) 8(1) 15(3) 37(7)

＜地区別支援会員の変化＞ （　）コーディネータ数　※内数

        ★3/12 

  ケース会議参加 



　三和地区社協/年度事業計画様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 1）地域の声を地区社協の施策
　　へ反映させる目的の下に、
　　部会としての機能を最大化
　　する。

 2）部会の定期開催に努め、連
　　携の基盤づくりを進める。

 3）第2次三和地区行動計画に
　　基づく地域の連携を強める
　　諸施策の推進に努める。

☆部会 ☆部会 ☆部会

 1) 地区行動計画の推進  1）あらゆる機会を捉えて地区
　　行動計画の周知に努める。

 2）広報部と連携した地区社協
　　の取組みを、解かり易い形で
　　各家庭までＰＲし、地域住民
　　の自発的行動を喚起する。

 3）4地区小域福祉ネットワーク
　　連絡会との連携を深め、行
　　動計画の前進に向けた協
　　力基盤づくりに努める。

 2) 地域を支える担い手の
　　発掘・育成

 ・ 住民参加型事業の企画・実践
    を通した活動意義の啓蒙を進
　　め、次代を担う人材の育成に
　　つなげる。

 1）市社協主催の担い手講座等
　　学習機会を最大限活用でき
　　る基盤の構築に尽力する。

 2）前年度同様に、地域福祉教
　　育（小・中・高/若年層）への
　　アプローチを、各学校代表と
　　連携を強めつつ、次代を担う
　　人材育成に取組む。

 3) 活動財源確保に向けた
　 　取組み強化
    （賛助会員募集の取組み）

 ・ 自主財源を確保し、三和地区
　　の主体的な地域福祉活動の
　　充実をはかる。

 ・ 少子高齢化率の高い三和
　　地区の地域特性に見合う
　　地区独自の福祉施策の前
　　進に向けた自主財源の確
　　保、および社協理事と地域
　　住民との顔をつなぐ活動の
　　一環として、賛助会員募集
　　拡大に努める。

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績

　◇基本目標→地域で安心して幸せに暮らすための基盤づくり

　
　

2024 年度 事 業 報 告 （ 連 携 基 盤 づ く り 部 ）

1）地域の特性に即した福祉活動を推進するための地区行動計

画の具現化 （地区行動計画推進）

2）地域を支える担い手の発掘・育成

（人材育成事業・福祉教育推進事業・地域講演会の開催）

3）活動財源確保に向けた取組み強化 （賛助会員拡充等） ☆＝計画、★＝実績

年

度

総

括

★・会員募集集計結果の取りまとめ

・その他

★・会員募集日程

・依頼文書作成

・集計方法確認

★ 4/18役員会にて取組み概要説明
★ 5/16役員会にて取組み実施要領確認

★ 6/22理事会にて取組み要請

会員募集期間（7/1～8/31）

★6月下旬町会長宛協力要請書発送

★8/4 第1次集金日

★9/1 第2次集金日

集計期間（9/1～15）

★9/19役員会で集計結果報告

・第二次三和地区行動計画に

織り込まれた諸施策を推進す

る上での地域や諸団体との連

携を強める基盤を整備する。

小域福祉ネットワークとの情報提供

地域福祉教育の推進 学校（小・中・高）と連携した取組み

●地域福祉活動への地

域の理解と 協力が得ら

れるよう賛助会員募集事

業に取り組んだ。

★さわかぜ32号

・福祉教育推進事業の実施状況紹介

・賛助会募集事業要旨と加入依頼

★さわかぜ33号

・賛助会員募集事業の結果報告
●広報紙『さわかぜ』を活

用し各事業の趣旨説明と

実施状況の報告により、さ

らなるご理解ご協力に努め

た。

★5/30市原高校で福祉教育推進事業

★6/25双葉中学校で福祉

教育推進事業

★12/18光風台小学校で福祉

教育推進事業

★1/14市原高校で福

祉教育推進会議

●福祉教育推進事業の一

環で高校生による子育て

に関するボランティア活動

の支援として絵本の読み

聞かせ等を通じ世代間交

流を図った。

●県社協が推進する福祉

教育の取組みを地域の学

校と連携し、昔遊びの伝承

をリレー方式で実施し、世

代間交流を図った。

●地域福祉活動への地域

の理解と協力が得られるよ

う賛助会員募集事業に取り

組んだことで自主財源確保

にも繋がった。

●結果として、個人149口、

団体185口、合計334口の

ご協力を得た。広報紙さわ

かぜ33号に結果報告と併

せお礼文書を掲載した。



　三和地区社協/年度事業報告様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 ◇ネットワークを構成する地区
　　13町会と連携し、小域圏に
　　おける地域福祉事業を促進
　　する
 ◇具体的な地域福祉事業は、
　　児童・高齢者の見守り活動
　　を基軸とし、以下、4点を事
　　業の枢軸とする

 1）地域住民への福祉に資する
　　諸施策の企画・立案・推進

 2）小域圏である市西小学校と
　　連携した児童福祉対策推進

 3）高齢者の健康寿命促進を
　　念頭に、福祉サービスの提
　　供とその質的向上を目指す

 1）各事業の推進に向け、以下の
　　会議体を運営する。

　　①役員会（適宜開催）
　　②推進委員会（適宜開催）
　　④ネットワーク協力員会議
　　　（1回/年の開催を計画）

 　①役員会6回/年開催

 　②推進委員会3回/年開催

　 ③ネットワーク協力員会議
　　　1回/年開催

   *年度計画に沿って開催。
　　 それぞれの実施状況は右
　　 の計画☆実績★の通り

 Ⅰ.児童福祉事業
 
◇学区である市西小学校と連携
　  した児童福祉施策の推進。

  1)児童登下校時見守り活動
　＊児童登下校時、挨拶運動
　　 と併せた見守り活動を実施
  2）学校・PTAと連携した環境
　　 美化作業の取組み
　3）学校行事と連携した児童
　　 福祉教育の促進
  4）千葉県福祉教育の推進

  1)児童登下校時見守り活動
　*登校時見守り延べ 1,310名
　*下校時見守り延べ   536名
  2）学校美化作業2回実施
　3）学校協力事業・バザーは
　　 中止となった。
  4）福祉教育の一環として、社
　　協とは別途にネットワークと
    して市西小と伝承遊びを実施

 Ⅱ地域福祉事業 ◇緊急時連絡カードの常備推進 　 1）常備状況の点検・確認

　 2）不足カードの補充

　
　1）緊急時連絡カードの保管状
　　 況の点検活動実施

　2）不足カードの補充

　　* カードの更新配布  22名
　　* 保管筒の補充数   20本
　　* 表示ステッカー　   20枚

 Ⅲ.高齢者福祉事業 ◇安心生活見守り訪問制度の
　 推進

 
  1）新規見守り訪問員認定講習

  2）見守り訪問活動の進捗管理

  3）訪問員フォローアップ研修の
　   企画・実践
　
  4) 歳末福祉事業の企画・実践

 
  1）訪問員認定講習受講　7名
  2）見守り訪問活動取組み状況
　　* 認定訪問員数      22名
　　* 訪問対象者数      38名
　　* 訪問実施延べ数 580名
  3）フォローアップ研修の実施
  4) 歳末福祉事業の企画・実践
　　 12月度の訪問活動は、歳末
　　ふれあい福祉として災害時の
　　非常食セットを配布した。

 Ⅳ.地域活性化事業 ◇地域の声を傾聴し、新たな地
　 域 ニーズに応える事業計画
 　の創成に努める

  1) 共生型サロンの取組み検
　　　討に努める。

  2) 前年より開始した買い物ツ
　　  アーの拡充を目指す。

　1）各町会長に共生型サロンの
　　理念をPRし、その周知・普及
　　に努めた。

　2）社会福祉法人あじさい宛の
　　協力を頂き、買い物ツアー運
　　行に努めた。
　　* 地区内の利用者延べ数は
     41名となった。

 

取　組　事　業　の　要　旨 計　　画　　＆　　実　　績
24年度計画 24年度実績

2024年度  事 業 報 告 （  市西小域福祉ネットワーク  ） 

☆＝計画 

★＝実績 

☆役員会 ☆役員会 ☆役員会 ☆役員会 ☆役員会 

☆推進委員会 ☆推進委員会 ☆推進委員会 

☆ネットワーク協力員会議 

☆見守り ☆見守り 年間を通した登下校時の見守り・声掛け活動 

☆ 奉仕除草作業 ☆ 奉仕除草作業 

☆伝承遊び 

☆  ＰＴＡ協力事業バザー 

更新計画期間 

☆認定講習 

☆見守り 

   訪問 

☆見守り 

     訪問 

各町会訪問員単位で月1～2回の見守りを計画 

訪問員フォローアップ研修 ☆ 

歳末ふれあい福祉 

取組み町会の主体的運営によりサロンの取組み継承した。 

   併せて、地域（町会）への普及・拡大に努めた。 

★4/13 

    開催 

★5/12 

    開催 

★6/16 

    開催 
★10/20開催 ★12/15開催 ★2/16開催 

★5/26開催 ★11/10開催 3/9開催★ 

★7/21開催 

★ ★ 

★5/11実施 ★8/24実施 

★10/28実施 

★中止となった 

取組展開期間 

★4/28開催 ★2/16開催 

★ ★ 各町会訪問員単位で月1～2回の見守りを実施 

準備期間 実施期間 

毎月火曜の買い物ツアーと取組みを継承した。 

  併せて、新たな希望者の声の掌握に努めた。 



　三和地区社協/年度事業計画様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 ◇養老小学校区小域福祉
    ネットワークとして、10町会
　  の連携強化の下、学童およ
　  び地域住民の福祉の向上
　  に取組む。

 ◇具体的な地域福祉施策と
　　 して、以下、4点を事業の
     柱とする。

 1）学区である養老小学校と連携し
  て児童の安全と校推進する。

 2）地域住民の安心・安全の福祉
    活動推進する。

 3）高齢者の健康寿命を念頭に福
    祉サービスの提供とその質的
    向上を目指す。

 1）各事業を推進する為、次の
    会議を設置して運営していく。

　　①小学校との事前協議
　　②役員会（5回/年）
　　③推進委員会（2回/年）
　　④町会長会議（1回/年）
　　⑤町会長・民生委員会議
　　　（2回/年）

　
 1) 各事業を推進する為、以下
　　の会議を開催した。

　①小学校との事前協議（5/1）
　②役員会（5回/年）
　③推進委員会（2回/年）
　④町会長会議（1回/年）
　⑤町会長・民生委員会議
　　　　　（２回/年）

☆4/20
　役員会

　
★4/20
役員会

☆5/18
推進委
員会

★5/18
推進委
員会

☆6/15
役員会

★6/15
役員会

☆7/13
役員・
町会長
会議
★7/13
役員・
町会長
会議

☆9/14
役員会

★9/14
役員会

☆10/19
役員・町
会長・民
生委員
会議
★10/19
役員・町
会長・民
生委員
会議

☆11/16
役員会

★11/15
役員会

☆12/6
役員・
町会
長・民
生委員
会議

★12/6
役員・
町会
長・民
生委員

☆2/15
役員会

★2/15
役員会

☆3/1
推進委
員会

★3/1
推進委
員会

 Ⅰ.児童福祉事業
 
◇学区である養老小学校と連携
　  した児童福祉施策の推進。

 1）児童登校見守りを月次ベー
     スで実施する。

 2）学校・ＰＴＡと連携し、環境美
　　化作業に取組む。

 3）学校行事と連携した児童福
     祉 活動推進。

 1）児童登校見守り
　 ・回数15回/年・人数381名
 2）環境美化作業
　 ・回数3会/年・人数221名
 3）学校行事と連携した児童福
　　祉活動実施（1回/年）
　・世代間交流事業（1/22）
　（課題・方向性）
　各事業の推進を図る為・学校
　・PTAと更なる連携強化を図る

☆4/8
9・10・11

★4/8
9・10・11

☆5/10

★5/10
　
☆5/11
除草作
業
★5/11
除草作
業

☆6/10

★6/10

☆7/10

★7/10

　

　
☆8/24
除草作
業
★8/27
除草作
業

☆9/2・
10

★9/2・
10

☆10/16

★10/16
☆
10/19
枝切作
業
★
10/19
枝切作
業

☆11/8

★11/8

☆
12/10

★
12/10

☆1/6

★1/6

★1/22
世代間
交流

☆2/10

★2/10

☆3/10

★3/10

 Ⅱ地域福祉事業 ◇「緊急時連絡ｶｰﾄﾞ」を各家庭に

　　常備推進

 1）各町会長に「緊急時連絡ｶｰﾄﾞ」
    の更新の案内を各町会に回覧
    する。

 2）追加・更新の要請に基づき
　　カード・保管筒・表示ステッ
　　カーを配布する。

 1）各町会長に「緊急時連絡
    ｶｰﾄﾞ」の更新の案内を各
    町会に回覧しました。

 2）配布実績
　　・緊急時連絡ｶｰﾄﾞ　74枚
　　・保管筒　　　　　　　65本
　　・ステッカー　　　　　70枚

 Ⅲ.高齢者福祉事業 ◇安心生活見守り訪問制度の
　 遂行。

 1）新規訪問員認定講習実施。

 2）訪問員活動報告の集計。

 3) 訪問員フォローアップ研修の
　　実施。

　
  1） 新規訪問員基礎研修実施
  　 ・4/7（日）　　２名
  2） 訪問員活動実績回数
　   ・訪問員数　　24名
　   ・対象者　　　 22名
 　  ・訪問回数　404回

  3 ）訪問員ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修
　   ・3/1（土）　16名
　   ・マイナー保険証について

☆　訪問
員認定講
習

★基礎研
修実施
（4/7）２名

☆安心
訪問員
ﾌｫﾛｰｱｯ
ﾌﾟ研修

★
3/1
（土）
ﾌｫﾛｰｱｯ
ﾌﾟ研修
実施
（16名）

 Ⅳ.地域活性化事業 ◇「ようろう絆の会」として、歳末
　福祉事業を企画・実践する。

◇高齢者福祉ニーズ調査結果
　 に基づき、うぐいすサロンの
　 開催を推進すると共に、地区
　 内への拡充に努める。

 1）「ようろう絆の会」として、歳
    末福祉事業の企画。

 2） 移動販売の拡充検討。

 3） サロンの地区内水平展開を
      検討して行く。

  1）歳末ふれあい福祉として42名
　   の高齢者を対象に、贈答品＆
     児童作成のクリスマスカードを
　   お届けし、相互の絆を深めた。
  2) 買い物支援事業として移動販
　 　売車の運行を週次にて実施。
　　 （大桶・川在・新巻）
  3) 川在から始まった共生型サロ
　　 ン。その後、山田町会・新巻町
　 　会へと順次拡大を図った。

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績

2024 年度 事 業 報 告 （ 養老小域福祉ネットワーク ）

☆＝計画

★＝実績

取組実施期間

取組実施期間

訪問活動/各訪問員単位にて1～2回/月実施

★12/22

歳末ふれあい福祉

として42名宅訪問
地区内各町会への

移動販売車利用促進

地区内各町会へのサロン普及活動

実績；川在・山田・新巻町会開始



推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

三和地区社協/年度事業報告様式

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績

★4/21No1推進委員会

訪問員基礎研修会

★10/27NO2推進委員会

★7/7No1町会長・民生委員会議
★2/9No3

町会長・民生

委員会議

★12/8役員会議、訪問員

フォローアップ研修

★5/1,15

登校時見守り

★4/8,9,11,12 ★6/5､19

★7/3､17 ★9/2､3､4

★10/2､16

★11/6､20

★12/4､18

★1/6,7,8

★2/5､19

★3/5､19

★5/11環境美化 ★8/24環境美化 ★2/15環境美化

★7/13資源回収 ★1/18資源回収

★7/7No1町会長・民生委員会議 進め方協議

★8月中周知用広報紙配布と

記入カードの全戸配布

★希望者へ

保管筒とステッカー不足分配布

★4/21認定講習

各町会訪問員単位で見守り訪問活動

★10/27NO2推進委員会→歳末ふれあい福祉事業承認

★歳末ふれあい福祉事業申請

★12/8フォローアップ研修

及び事業展開

★7/7歳末ふれあい福祉事業企画検討

3）町会単位で地域ニーズを

検討する会議を推進する

原則月1回の開催で町会単位で計画。実施

必要により町会単位で会議を推進

8月夏休み中止

1)各事業の推進に向け、以下の

会議を運営する

①推進委員会（2回/年）

②委員会（適宣）

③町会長・民生委員会議

（必要に応じ都度開催）

★3/14

卒業式
★4/10入学式

1）常備状況の点検・確認

2）不足カードの補充

1）見守り訪問員認定講習

2）見守り訪問活動の進歩管理

3）訪問員フォローアップ研修

の企画・実践

4）歳末ふれあい福祉事業の

企画・実践

1）各町会ごとに実施する集い

の場、サロン活動は

ﾈｯﾄﾜｰｸ事業の延長線上の

取組みとして具体化を図る

2）買物支援施策の実施と

拡大。方法の確立。

1）児童登校見守り

毎月第1,3水曜及び夏季・

冬季・春季休明け初登校日

学校登校指導日に併せ実施

2）学校・PTAと連携した環境

美化作業の取組み。3回/年

3）小学校資源回収作業の協力

2回/年

★9/29No2町会長・民生委員会議

◇学区である海上小学校と連携

した児童福祉施策の推進

Ⅰ.児童福祉事業

Ⅱ.地域福祉事業 ◇医療・緊急カードの常備推進

Ⅲ.高齢者福祉事業 ◇安心生活見守り訪問制度の

遂行

Ⅳ.地域活性化事業
◇通いの場の制度改定により､

海上地区では各町会の自立

した取組みを集いの場と改称

◇この集いの場を地域活性化

施策の一環と位置づけ地域

の絆を強める取組みとして

推進して行く

◇海上小学校区小域福祉ネッ

トワークとして8町会の連

携強化の下、小域圏に於

ける地域福祉施策の前進

◇具体的な地域福祉施策と

して、以下の4点を事業の

柱とする

1）地域住民への福祉に資する

諸施策の企画・立案・推進

2）学区である海上小学校と連

携した児童福祉施策の推進

3）高齢者への福祉サービスの

提供と健康寿命の伸長を目

指す

注)4月､9月､1月は休み明け

登校日から数日間のみ

第３火曜日買物ツアー実施、 ニーズに対応した検討を推進する

8月は夏休み期間中、中止

児童登校時見守り日 26日/年

5/12予備日

7/14予備日

8/25予備日

1/19予備日

④関係団体との連携

★5/25運動会

★6/11海上小評議会 ★2/1海上小評議会

・23年度は海苔の配布

・訪問員新規申請は年中受付

後、講習会を設定する

・利用者申請は年中受付

・施設など入所時は

一時訪問解除

★記入カードの印刷、町会へ必要数配布

・施設側との連絡調整

部数、戸数の確認

高坂町会 5部、37戸

安須町会 6部、56戸

浅井小向 5部、50戸

新生町会 5部、56戸

糸久町会 2部、27戸

権現堂町 8部、68戸

分目町会 4部、53戸

宮原町会 8部、60戸

43部、407戸

2024 年度 事 業 報 告 （ 海上小域福祉ネットワーク ）



　三和地区社協/年度事業計画様式

推　進　事　業 事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 ◇ ネットワークを構成する地区
     １４町会と連携し、小域圏に
     おける地域福祉事業を促進
     する。

 ◇ 具体的な地域福祉事業は、
     児童・高齢者の見守り活動
     を基軸とし、以下、４点を事
     業の枢軸とする

 １） 地域住民への福祉に資する
      諸施策の企画・立案・推進

    ① 小学校との連携協議

    ② 役員会（５回/年）

    ③ 推進委員会 （４回/年）

 １） 各事業の推進に向け、以下の
     会議体を運営する。

    ①小学校との連携協議

    ②役員会（５回/年）

    ③推進委員会（４回/年）

Ⅰ．児童福祉事案  ◇ 学区である光風台小学校と連
     携した児童福祉施策の推進。

 ◇ 校庭の美化運動

 １） 児童登校見守りを月次ベース
      で実施する。

 ２） 学校・ＰＴＡと連携し、環境美化
      作業に取り組む。

Ⅱ．地域福祉事案  1)  防災マニュアル作成

 2) 福祉講座の開催

 １) 防災マニュアルの作成

 2） 安全講座「Ａ･Ｅ･Ｄの取扱い等に
ついて」の講座を計画

Ⅲ．高齢者福祉事案  １） 通いの場事業「光風台ふれあ
       いサロン」　の支援
 
 ２） 通いの場事業「丘の上サロン」
      の支援

 3） クリスマス菓子の宅 配

 4)  買い物支援「買い物ツアー」の
      実施

 1） 「光風台ふれあいサロン」月に
    4回程度光風台自治会館で軽い
    体操・筋トレ・脳トレ等を実施。
 2）「丘の上サロン」月に4回程度
     百合ヶ丘公民館で軽い体操・
     筋トレ・脳トレ等を実施。
 3）年末に担当民生委員が、「クリ
     スマス菓子」と光風台小児童が
     作成した「クリスマスカード」を
     高齢者に宅配する。
 4 ）買い物弱者のため、「光風台～
      しげのや」の間で「ケアハウス
     向日葵」提供のワゴン車を利用
     する。

Ⅳ．地域活性化事業
 
 1） 広報紙「あったか福祉光風台」の
      発行
 2)  光風台団地内の迷惑駐車追放
　　 運動の実施

 3)  移動販売「ふれあい便」

 4) 秋季フリーマーケット開催

 
 1）広報紙「あったか福祉光風台」23
    号、24号の発行」
 2） 迷惑路上駐車を無くすため、ち
     らし、ポスター等を作成し、啓発
     に務める。

 3） 移動販売車」の運行を継続。
 
 4） 秋期フリーマーケットを開催。

取　組　事　業　の　要　旨
24年度計画 24年度実績

計　　画　　＆　　実　　績  （ 見  え る 化 ）

2024 年度 事 業 報 告 （ 光風台小域福祉ネットワーク ）

★4/21

★6/10

役員会

★9/9

役員会

★12/9

役員会

★3/10

役員会

★2/3

役員会
役員会→

推進委員会
↓

★7/14    ★10/13    ★2/16   

10月 迷惑路上駐車

クリスマス菓子宅配

12/14～12/24 対象者 約250人

☆＝計画

★＝実績

児童見守り（全登校日）

5/11除草作業

7/7「Ａ･Ｅ･Ｄの取扱い」研修

光風台ふれあいサロン／月４回

丘の上サロン／月４回

買い物ツアー／月２回

ふれあい便運行

9/29 フリーマーケット

9/1 あったか福祉光風台23号 3/1 あったか

福祉光風台24号

計画通り実施済み

1）全登校日の下校時見守り実施

2）校庭の美化運動実施

入学式、卒業式、運動会には、

NW 会長が出席
10/11除草作業

9/1 完了

2025/4 全世帯に配布予定

計画通り実施済み

1）前年度策定の「地区地区災害

計画」の市の承認をうけ、「地

区災害対応マニュアル」を策定

2）AEDの取扱い研修の実施

計画通り実施済み

1）「光風台ふれあいサロン」

参加登録人数：30名

実施日：毎週土曜日実施

1回の参加人数：25～30名

2）「丘の上サロン」

参加登録人数：23名

実施日：毎週金曜日

1日の参加人数：18～23名

3）「クリスマス菓子」と「クリスマス

カード」の宅配

実施日：12/14～12/24

対象者：250人

4）「買い物ツアー」

利用登録人数：15名

実施日：第2，第4木曜日の

2回/月（便数は各日に3便）

計画通り実施済み

1）広報紙「あったか福祉光風

台」22号、23号の発行

2）10月に「迷惑路上駐車追放

（ポスター、回覧、を掲示

3）毎週月曜日午後に「移動販

売車運行」の実施

4）9/29「フリーマーケット」開催

出店数：14店

来店者数：154名

2/16「地区防災計画」

全世帯に配布済防災マニュアル作成（１回/月の会

計画通り実施済み

①推進委員会には小学校校長

或いは、教頭が出席し、協議

などを行う。

②、③計画通り開催


